
大山ビューコントラクター組合 
 
１．組合の概要 

 設立：平成１５年度 
 組合員数：１３名（全て酪農家） 
 活動内容：飼料用トウモロコシの収穫調整作業 
 活動範囲：琴浦町、大山町 
 

２．設立の経緯 

  安全で安心な自給飼料志向が高まる一方、酪農家の労働力不足が解消されていない。

そこで、飼料生産作業を受託する組織を設立し高能率な刈り取り機械を導入することで、

労働力不足を解消し、高品質な飼料の生産に取り組むこととした。 
 

３．活動内容 

（１）刈り取り機械について 
  ①既存機械：２条刈りコーンハーベスター 
②導入機械：６条刈りコーンハーベスター（クラークスジャガーＪＡＧ８５０） 

        平成１５年度総合コントラクター育成事業 
        事業費 28,875千円、補助金 13,750千円 
  ③作業時間 

 ２条刈り ６条刈り 

１０ａ当たり収穫時間（分） ２０．４ ６．７ 
   
 
（２）収穫面積について 

 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 
組合員 ６８．０ ７０．９ ８１．２ ８８．４ 
非組合員 １２．１  ８．１ １６．３  ７．６ 
合   計 ８０．１ ７９．０ ９７．５ ９６．０ 

（３）作業料金 
  ①収穫運搬作業受託料金（円／１０ａ） 

組合員 非組合員 
９，０００ １０，０００（H16以降１１，０００） 

 

効果  収穫作業時間が１／３に 



  ②オペレーター料金（円／１人） 
自走式ハーベスター（１日） ダンプカー（１時間） ショベルローダー（１時間） 

１２，０００ １，０００ １，０００ 
 ③機械借り上げ料金（円／１台） 

ダンプカー（１日） ショベルローダー（１日） 
５，０００ ５，０００ 

 

４．課題 

 ○  さらなる単位収量の向上 
 ○  冬作の縮小による、とうもろこしの適期収穫を通じて TDN収量を高めて、個体乳量 
の向上を図る。 

 ○  利用料金が他県に比べて高い 
  → 受託面積を増やし利用料を下げる 
 

５．今後考えられる効果 

 ・荒廃農地の有効活用 
 ・安全な自給飼料を通じた牛乳生産による消費者への貢献、自給率の向上 
 ・糞尿の処理対策 
 ・１頭当たりの生産費への反映 
 

６．作業体系 

 ６条刈り・２条刈り    ダンプカー     ｼｮﾍﾞﾙﾛｰﾀﾞｰ・人力 
  
 

 

刈り取り 運搬 詰め込み 

６条刈りｺｰﾝﾊｰﾍﾞｽﾀｰ 

 シャープな切断状況 


